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私たちは、キリストの愛をもって、日本と世界の助けを必要とする人びとに仕えます

森川 博己

「お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせ、のどが乾いていたときに飲ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪ねて
くれたからだ．はっきり言っておく．私の兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、私にしてくれたことなのである。」           マタイによる福音書　25章35節～36節、40節
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一般社団法人

　2001 年からはじまった JELAのワークキャンプ。これまでの140 人の参加者は、笑いあり、涙あり、感動ありの日々を過ごし、
心も体も成長して帰ってきました。ある人はキャンプを通じて献身を決意し、またある人は教会のリーダーとして活躍していま
す。JELAでは毎年アメリカ、隔年インドとカンボジアでワークキャンプを実施しています。年齢・人数制限がありますが、健康に
自信のある方ならどなたでもご参加いただけます。ぜひあなたも参加してみてはいかがですか。（2ページに続く）

【この号にはこんな記事が】
JELAワークキャンプを経験して　……2～3　　第10回世界の子ども支援チャリティコンサート報告　……4　　私を通して神
さまの愛が伝わるように（山田麻衣さんブラジル・リポート）　……5　　韓国・米国とともに取り組む難民の受け入れ（東京円卓
会議レポート）……6　　イエス様が祈りを重ねてくださった（リラ・プレカリア）　……7　　寄付者一覧ほか　……8

JELAワークキャンプを経験して
インド・コルカタのスラムで会った子どもたち。貧しくても明るく元気。



　今回は 2001 年からはじまった JELA
のワークキャンプにスポットをあてます。
2003 年アメリカ・ワークキャンプがきっ
かけで献身をして伝道師として奉仕して
いる関川美樹さん（日本基督教団伝道師）
と、大々的にJELAのワークキャンプ同窓
会を企画・実施してくれた森田哲史さん
（ルーテル田園調布教会員）に原稿をお
寄せいただきました。
　JELA では毎年ワークキャンプを実施し
ています。一部年齢制限がありますが、健
康に自信のある方ならどなたでもご参加
いただけますので、ご興味のある方はご
連絡をいただければ幸いです。
　……………………………………
伝道者となるきっかけを与えて
くれたアメリカ・ワークキャンプ
神様からいただいた賜物を分かち合うために　

日本基督教団自由が丘教会
伝道師　関川美樹

●ワークキャンプの思いで
　10年前の2003 年夏、私はオハイ州
で行われた２週間の「グループ・ワー
クキャンプ」に参加しました。その時私
は 16 歳で、日本基督教団の教会で信
仰告白をして二年経っていました。16
名の青年と4名の引率者とともにホー
ムステイし、その後ゼインズビルのハイ
スクールで行われたキャンプに参加し
ました。このキャンプに参加したきっか
けは、ルーテル教会の牧師である叔父
からの誘いです。キャンプには同じ歳の

従兄と、その教会に通う女の子も一緒に
参加しました。キャンプでの記憶は今で
も鮮明に残っています。ホストファミリー
と過ごした時間、ホームパーティー、町
のフェスティバル、動物園、庭にいたホ
タルやウサギ。キャンプでは「ダイビン
グ・ディープ」というテーマのもと、6人
1 グループで家の修繕の奉仕活動もし
ました。夜には、手をつないで祈るデ
ボーションも経験しました。

●二つの賜物
　私はこのキャンプの経験を通して、神
様から二つの賜物を頂きました。それ
は、キャンプ以来今でもずっと仲良くし
ている大切な友人です。時々会い、近況
など色々な話をします。もう一つは、今
私が歩んでいる伝道師という道です。私
はいま、日本基督教団自由が丘教会の
伝道師とミッションスクールの聖書科の
講師をしています。もともとは高校卒業
後、音大に入学しチェンバロを学びまし
た。その中で、神様と教会に仕えるため
には自分にとって何が一番ふさわしい
のか、問い続けていました。そうした葛
藤の中で、伝道者として歩む道が開か
れました。

●伝道者として歩む道
　日本にはクリスチャンが 1％も満たな
い現実は、オハイオ州の教会の方々も
嘆いていました。親になったらぜひ、自
分の子どもたちに信仰を伝えて欲しい
と言っていました。その日本の中で私は
神の愛を知らされている者です。神様が
主イエスを私たちに送ってくださり、十
字架と復活によって罪から救ってくだ
さった、その神の深い愛を知らされてい
るからこそ、その賜物を自分ひとりのた
めに取りのけておいてはならないと思
いました。神様から頂いているそれぞれ

の賜物を分かち合い、互いに支え合わ
なくてはなりません。私と同じように、神
の愛を必要としている人が日本にはた
くさんいます。その愛を奉仕という形で
人々と分かち合う経験をこのキャンプで
しました。神の愛の中で生かされている
ことに喜びをもって、アメリカと日本の
人々が一緒に奉仕活動をしました。その
経験は、私が伝道者となって教会と神
様に仕えるという、そのきっかけになっ
たのです。16 歳のときには、将来自分
がどの道に進むかということは見えてい
ませんでした。けれども 2 週間という短
い旅の経験を通して、聖霊の働きによっ
て神様は、私を伝道者として日本の教
会や学校で神様の恵みを分かち合うた
めの道具として用いてくださっていま
す。このことに深く感謝し、これから先
も、主イエスに従い伝道者としての道を
歩んで行きたいと思います。

　……………………………………
JELA が全面バックアップ！　
パワーUPした同窓会に

ルーテル田園調布教会
森田哲史

　８月 16、17 日の２日間、日本福音
ルーテル大岡山教会を会場に過去のア
メリカ・インド・カンボジアのワークキャ
ンプ参加者を対象とした同窓会が開か
れ、30人が参加しました。

●開催の経緯
　これまで JELA の三つのワークキャン
プには、合計約 140 人の参加があり、
そこでの経験は参加者一人ひとりの信
仰の礎となっています。当時の熱い気持
ち、信仰に立ち返ろうと、アメリカグルー
プワークキャンプに参加した人を対象
に、2009 年の１月に最初の同窓会を

開催しました（JELA ニュース第 18 号
掲載）。
　この度、４年の沈黙を破り同窓会が
帰ってきました！　今回はインド、カンボ
ジアのワークキャンプの参加者も加えて
規模を拡大。さらに、JELAの全面バック
アップにより、パワーアップした同窓会
となりました。

●プログラム
　前回と大きく異なる試みとして、外部
講師を招いての講演会を実施しました。
講師は、NPO法人「ルワンダの教育を
考える会」の創立者であり、理事長を務
められているカンベンガ・マリールイズ
氏。ルワンダ共和国出身のマリールイズ
氏から、ルワンダ内戦の体験を語ってい
ただきました（写真下）。内戦での壮絶
な体験や悲惨さ、そんな中にも神様の
愛が示されたことなど、私たちの胸に突
き刺さる講演でした。講演後の質疑応
答でも多くの質問の手が上がり、予定の
時間をオーバーする盛況ぶりでした。
（マリールイズ氏の経歴や「ルワン
ダの教育を考える会」の詳細につい
ては、「ルワンダの教育を考える会」
ホームページ　http://www.rwanda-a-
npo.org/　をご参照ください。）

●今後の取り組み
　４年ぶりの同窓会としての活動でし
たが、今後は何年かに一度集まるだけ
でなく、普段から連携を取り、定期的に
企画を立ち上げられればと思います。例
として、マリールイズ氏の居住地が福島
であることから、震災被害の復興支援に
も携わっておられるので、今後、同窓会
としても協力して、行動を起こせればと
思いました。

■同窓会参加者の感想
　2名の参加者の感想を紹介します。
　「今回、ワークキャンプ同窓会に参加
して、共に過ごした仲間との再会や他国
での参加者の話を聞けてとても有意義
な時間を過ごせました。やはり、他国で
苦難や喜びを分かち合ってきた仲間
は、どんなに離れていても絆で結ばれて
いると改めて感じる事ができました。ま
た、ルワンダ内戦の講演では、過去の歴
史を知らないことには後世に伝えられ
ず、あった現実そのものが消えてしまう
かもしれないという怖さも感じました。
だからこそ、今回お話を聞く事で、遠い
国に行動しにいくことは中々できない
けれど、今ここでできること、それこそが
『祈り』なのだと思いました。幹事の方、
支援してくださった JELAの皆さん、あり
がとうございました。楽しかったです。」

（インド・ワークキャンプ 2013 参加　
ルーテル大岡山教会　沼部真奈）
　……………………………………

　「ワークキャンプから 10 年以上が過
ぎても、こうして主にあって多くの仲間と
繋がりを持てることに心から感謝でし
た。あの時の経験が何にも代えがたい
財産であることを再確認しました。更に
多くの次の世代とこのキャンプを分かち
合いたいと願っています。この同窓会か
らまた新たに遣わされて、与えられた場
所で自らの役割をはたしたいと思いま
す。」
（アメリカ・ワークキャンプ 2002、
2003 参加　日本基督教団聖ヶ丘教会
　菊地茉莉 [ 旧姓：近藤 ]）

　　　　　アメリカ・ワークキャンプ 2014　参加者募集　

以下の要領で参加者を５～ 10名前後募集します。申込期限は2014 年 3月末日（必着）です。

　*従来締め切りを1月末日にしておりましたが、現地との調整が取れ、2か月余裕を持たせる

ことができるようになりました。

◆　派遣期間：2014 年 7月23日（水）～ 8月6日（水）

◆　内　　容：ペンシルバニア州（またはその近辺の州）でのホームステイとワークキャンプ（家

屋修繕、聖書の学び等を通して参加者の信仰的･人間的成長を促すプログラム）に参加。

◆　参加費用：23万円

パスポート・ビザ取得費用、海外旅行保険費用、派遣確定者説明会（東京・恵比寿、ＪＥＬＡの

予定）と出発・帰国時の集合場所（成田空港）から居住地までの交通費や、前泊・後泊する場合

の宿泊費用については、上記の参加費とは別に個人負担となります。

◆　問合せ・申込用紙請求先：

　　　　　JELAアメリカ・ワークキャンプ係り

　　　　　住所：150-0013　渋谷区恵比寿 1-20-26　 日本福音ルーテル社団

　　　　　電話：03-3447-1521 ／ファクス：03-3447-1523 ／ E-mail: jela@jela.or.jp

◆　選抜方法：2014 年 3月末日までに到着した申込書の中から派遣者を決定し、４月中に結

果を申込者に連絡します。

＜注意事項＞

!201 4 年 8月1日現在の年齢が 14歳～ 20歳の方が応募できます。

" どなたでも参加できますが、聖書を学び話し合う時間が毎日あり、すべての行事に積極的に加

わることが求められます。

#数 名のスタッフが日本から同行し、霊的・語学的面で参加者をサポートします。

$ 派遣確定通知受領から出発までの間にキャンセルされる場合は、その時点までに発生した費

用をいただくことがあります。また、新型インフルエンザの蔓延等、諸事情により日本からの派遣

を中止する場合があります。JELA からキャンセルする場合は、払込み済みの参加費はご返却し

ます。

%渡 航にはパスポートが必要となりますので、お持ちでない方、更新が必要な方は、派遣確定通

知受領後速やかに取得手続きを行ってください。

JELAワークキャンプを経験して…

ワークキャンプに参加した関川さん

現在の関川さん（イスラエルにて）
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　JELA は 5 月 25 日から 7 月 21 日
にかけて、全国10教会（静岡、神戸、長
野、松本、保谷、岡崎、刈谷、清水、富士、
神水）を会場に、第10回「世界の子ども
支援チャリティコンサート」を開催しまし
た。演奏は昨年好評だった上野由恵さ
ん（フルート）と新井伴典さん（クラシッ
クギター）に今回もお願いすることがで
きました。また、はじめての会場が 5 カ
所（静岡、長野、岡崎、刈谷、富士）あり、
すばらしい音楽と共に、より多くの人に
JELA の活動を紹介する機会が与えられ
ました。
　来場者数は延べ 630人にのぼり、寄
付金総額（チャリティCD売上を含む）は
約 86 万円になりました。寄付金は助け
を必要としている世界の子どものために
用いられます。会場を提供していただい
た皆様、ご来場してくださり寄付を捧げ
てくださった皆様、そして協賛団体の皆
様に心より感謝申し上げます。ありがとう
ございました。皆様のご協力とご支援を
心より感謝申し上げます。
　

2013年度チャリティコンサート協賛団体
三井不動産リアルティ株式会社 / 株式会社
ハリファックスアソシエイツ /シュローダー・
インベストメント・マネジメント株式会社 /
株式会社西村建築設計事務所 / 有限会社リ
フォーム・イケ / 野村證券株式会社 / 株式
会社マイスターエンジニアリング / 本郷学
生センター /伊達工業所
（順不同。ご支援ありがとうございました。）

第10回「世界の子ども支援チャリティコンサート」報告

■５月２５日（土）午後２時    日本福音ルーテル静岡教会（ひかり礼拝所）

■５月２６日（日）午後１時半　日本福音ルーテル神戸教会

■６月１日（土）午後２時    日本福音ルーテル長野教会

■６月２日（日）午後２時 　日本福音ルーテル松本教会

■６月９日（日）午後１時半　日本福音ルーテル保谷教会

■６月２９日（土）午前10時   日本福音ルーテル岡崎教会

■６月２９日（土）午後4時  日本福音ルーテル刈谷教会

■６月３０日（日）午後２時  日本福音ルーテル清水教会

■７月７日（日）午後１時半   日本福音ルーテル富士教会

■７月21日（日）午後１時   日本福音ルーテル神水教会

讃美歌フルート名曲集

2000円（送料別）

JELA チャリティCD

電話03-3447-1521　JELAチャリティCD係まで

CD購入で社会貢献を！

私を通して神様の愛を伝えたい

　ブラジル・サンパウロから山田麻衣
です。ブラジルでの生活に慣れました。
今後は身の安全を守りつつ、見聞を広
げ、また、出会ったひとりひとりと深く知
り合っていけるように、私自身の心を
もっと広げていく必要があると感じてい
ます。人と人とのつながりが生み出すも
のは本当に大きいので、教会に留まりす
ぎずに出かけて行き、私を通して神様の
愛が伝わるように、歩んでいきたいと思
います。教会でも、人々の交流と同時に、
御言葉を語る機会を設けることができ
ないかと考えています。

慰霊祭はエキュメニカル！

　この夏、リオ・グランデ・
ド・スル州ポルトアレグレ
で行われた「先没者慰霊
祭」に参加しました。この慰
霊祭は、ブラジル人のお坊
さん Joaquin Monteiro 師
（日本の駒澤大学にも留学
していた）の読経、日系２
世のカトリック神父湯川丈
一師のミサ、そして、プロ
テスタントとして徳弘浩隆
牧師（JELC 宣教師）が礼
拝をするという３本立て
で行われました。とてもエ
キュメニカルな集いでした。

ミカ幼稚園に助っ人登場

　私が毎週木曜日に奉仕で通っている
ミカ幼稚園に助っ人が与えられました。
ブラジルに赴任したばかりの駐在員の
奥様が JELA からサンパウロ教会を紹
介され、「ボランティアがしたい」と礼拝
に来られたのです。現在、私と一緒に日
本語教室を行っています。日本語教室で
は、会話の勉強ばかりではなく、日本の
じゃんけんなど、ゲームを取り入れてい
ます。嬉しいことに子供達はゲームが気
に入ったようで、日本語教室の後も、よく
遊んでいると先生方から報告がありまし
た。また、来年からプログラムとして日本
語のクラスを設定したいとのことで、手
伝ってくれないかと言われました。日系

の幼稚園ですが、日本語の学習は難し
いので、貢献できたらと思います。

秋（ブラジルでは春ですが）はイベント盛

りだくさん

　ルーテル・サンパウロ教会バザーを
皮切りに、日伯交流音楽の夕べ、教会を
会場にした「がん予防講演会・無料診
断キャンペーン」など、秋はイベントが
盛りだくさんでした。教会バザーでは内
容を工夫し、「食バザー」に力を入れま
した。持ち帰りの可能なメニューを増や
し、私も地元熊本の郷土料理「いきなり
団子（サツマイモと餡子を小麦粉の生
地で包んで蒸したもの）」を作りました。
九州出身の方には喜んでもらえました。

　日伯交流音楽の夕べでは、ブラジル
音楽の専門家 坂尾英矩（ひでのり）さん
をゲストに迎え、私もサックスを演奏し
ました。バザーとは違った方に教会にき
てもらういい機会になったと思います。
　がん予防講演会では、当初予定して
いた 70 名の定員を超す 130 人以上
の方が教会に集まりました。ブラジル人
の死因の第２位は「がん」です。新聞に
も掲載され、人々の関心も高かったのだ
と思います。この催しは、日系キリスト教
連盟の協力のもと、近隣のがん専門病
院（A.C.Camargo）とルーテル教会の共
催で実現しました。がん予防についての
講演会の他、無料の健康診断が受けら
れるということもあり盛況だったのだと
思います。申込用紙は 200 枚があっと
いう間になくなり、私も日系人の方々の

教会のバザーで　中央が山田さん

飢
え
や
病
気
に
苦
しむ

世界の
子どもたちに

愛
と
希
望
を
！
！

私を通して神様の愛が伝わるように
　ブラジルボランティア　山田麻衣（ルーテル室園教会）
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ARIでの田植え実習

はじめに
　去る9月6日に、JELAミッション・セン
ターにて「難民をどのように受け入れていく
か（難民の社会統合）」をテーマに円卓会議
を開催しました。この会議は、お互いの難民
受け入れ実践から学びあうことを目的に、
難民支援協会 (JAR)が、韓国ならびに米国
の難民支援団体と協力して行っているプロ
ジェクトの一環で、国際交流基金日米セン
ターより助成を受けています。今回は、その
プロジェクトにおける最初の大きなイベン
トであり、各国の難民支援の現場で活躍す
る方々を、韓国から6名、米国から2名お
迎えしました。日本からは、当事者である難
民の方、国会議員（武見敬三参議院議員、
中川正春衆議院議員、山内康一衆議院議
員）や政府関係者、UNHCR、研究者、難民の
雇用主の方々、さらには在日米国大使館の
方、難民支援NGOも参加し、総勢約40名
の参加者で活発な意見交換が行われまし
た。まずは、韓国と米国の難民受け入れの取
り組みについて以下で簡単にご紹介し、円
卓会議の様子を報告させていただきます。

韓国における難民保護
　1992 年に難民条約に加入した韓国は、
1993年に出入国管理法（以下、入管法）を
改正し、難民認定制度を導入しました。日本
の制度を模して制定された韓国の難民認
定制度は、日本と同様に入管法の中に規定
されており、難民保護とは相反する「外国人
の出入国管理」という視点に基づく法律の
中に位置づけられたことによって、審査機
関の独立性の欠如や適正手続の不十分な
保障、重すぎる立証責任など、多くの課題
を抱えていました。このような状況を打開す
るため、韓国の難民支援 NGO や弁護士、
国会議員が協力し、2011年12月29日に
は、アジア地域で初となる独立した難民保
護法が議員立法によって国会で可決され
ました。この法律は、弁護士や通訳人を付
ける権利や家族統合の権利、申請中の生
活保障、第三国定住による難民の受け入れ
など、日本の法律では規定されていない条
文が多く含まれており画期的なものです。

近年では、難民の認定率も、11％と日本の
10 倍以上で、難民保護の分野で進化を遂
げています。日本と韓国の難民支援 NGO
は、約6年前から交流を続け、良好な協力
関係を構築してきました。

米国における難民の受け入れ
　米国は、長年にわたる難民受け入れの歴
史があり、毎年5万人以上の難民を第三国
定住として国内に迎え入れてきました。政府
と難民支援NGOsの連携は深く、受け入れ
る難民の選定から入国前後の研修、定住支
援にいたるまで、多様な協働の取り組みや
プログラムが実施されています。それ以外
に、個別に認定される難民は２万人以上、
認定率は 50％を超えています（ちなみに、
日本では、2012 年に難民認定された人数
は18名、難民認定率は、一次申請・異議
申し立てを合わせて 0.56% と過去最低を
記録しました）。これまでも、難民支援協会
は、国際救援委員会 (the International 
Rescue Committee [IRC]) をはじめ米国の難
民支援団体とは長年に渡り様々な形で協力
関係を築いてきましたが、今回は韓国も
入った３カ国の学び合い・連携によって、
よりよい難民受け入れの在り方を追求した
いということで、本プロジェクトに加わってい
ただくことになりました。

円卓会議の様子
　円卓会議では、日本、韓国、米国のそれぞ
れの取り組みが各国代表から紹介された後
に、難民の社会統合を考える上で大きな
テーマである雇用と教育を中心に、積極的
な意見交換が行われました。雇用について
は米国から、国内の経済状況悪化の影響
で、難民の雇用先を見つけるのに時間がか
かるようになってきている一方、難民は食肉
業界やホテル産業で定着率が非常に高い
ことや、母国での資格 (博士号、弁護士、医
師等 ) が米国で活かせない現状を踏まえ
て、海外の資格再認定の簡易化を働きかけ
ている現状が紹介されました。そして、連邦
ならびに州政府、地域コミュニティ、ボラン
ティアといった様々な関係者との協働が優

れた実践には欠かせないことが繰り返し言
及されました。教育については、大人に対す
る就労前研修から、子どもへの教育、語学教
育など多岐にわたる議論が展開され、日本
からは、日本語の習得が遅れがちな子ども
に対する「取り出し授業」の取り組みや、外
国にルーツを持つ子どもたちを対象にした夜
間の学習支援活動などが紹介されました。
　その後、話題は、よりよい難民支援制度に
向けた提言や働きかけの方法に発展しまし
た。韓国からは、難民保護法制定の例を挙
げながら、国内のみならず、国境を越えた
ネットワークと協力関係の重要性が強調さ
れました。いずれの参加者からも、民間同士
や官民といった多様なステークホルダー間
の継続的な対話や連携が、よりよい政策と
制度設計、そしてプログラム運営の鍵となる
ことが確認され、会議は終了しました。

おわりに
　円卓会議後は、韓国と米国のゲストを中
心に、新宿区の学習支援プログラム、夜間中
学校、難民コミュニティの訪問などを行い、
日本の取り組みに直接触れていただく機会
を設けました。そして、最後に日米韓の支援
団体で会合を持ち、今回の東京訪問の振り
返りを行うとともに、次に予定されている韓
国と米国への訪問や、今後のプロジェクト運
営の方向性について話し合いました。11 月
には、韓国のソウルを訪問し、韓国での取り
組みの視察や政府機関を含む韓国の関係
者との会合を持つ予定です。
　東京で開催された円卓会議は、日本、韓
国、米国の3か国が、難民受け入れについ
て連携する貴重な契機となりました。会場を
快くご提供いただいた日本福音ルーテル社
団と、開会挨拶を引き受けてくださった同事
務局長の森川博己さんに心より感謝申し上
げます。

　聖グレゴリオの家の本科生として学ん
でいた頃、リラ・プレカリアの研修を創
設する準備の一環でグレゴリオ聖歌の
講習会に参加されたキャロル・サック
先生や 1 期生となられた方々にお会い
し、初めて、ハープで祈りの歌を捧げる
研修リラ・プレカリアの存在を知りまし
た。18 年前に帰天した母の看取りの際
の魂の痛みを思い出し、ターミナル・ケ
アの場面では医療サイドの援助には限
界があると感じていた自分は、藁にもす
がる気持ちで研修への参加を待望して
おりました。旧約聖書に記されたサウル
を癒したダビデの竪琴のイメージにも
重なり、ハープのスピリチュアルな響き
に憧れ、念願かなってようやく3期生と
しての学びが許されました。

　そして、2011 年の夏、3期生としての
実習に入る前でしたが、キャロル先生の
リラ・プレカリアを紹介するプレゼン
テーションが淀川キリスト教病院で開催
されました。私も参加させていただき、臨
床に出る怖さについて聞いていただい
た当院のチャプレンから「未熟なままの
あなたが派遣されること、それも神様の
働きなのよ…」と励まされ、今でもその
お言葉を支えとし、ご奉仕させていただ
いております。

　今年、夏の陽の眩しい季節でした。都

内の病院で闘病なさっていた純子さん、
むさしの教会ゴスペルクワイヤでご活躍
なさった女性です。彼女は病気を抱えら
れたままご郷里に戻られることを決心な
さいました。お仲間たちが最後のお別れ
を、とお考えになられてリラ・プレカリア
の働きも覚えて、私を呼んでくださること
になりました。むさしの教会での「詩篇と
歌の集い」を時々お手伝いさせていた
だいたご縁でしょうか…。治療の合い間
のわずかの時間で、というご家族のご要
望にお応えし、お仲間のおひとりでもあ
る中山康子先生 (リラ・プレカリア講師 )
にも祈っていただいて総勢 5 名でお部
屋に伺いました。

　2 曲だったと思います。短かく美しい
シンプルな曲を繰り返しゆっくりとハー
プを奏でながらささやくように歌いまし
た。時計の針が示す時間はとても短か
いものでした。ご家族の終了を願うお言

葉に従って弾き終えましたが、ご本人は
しばらく美しい表情で、まぶたを閉じた
まま眠っていらっしゃるのかと思われる
ほどでした。やがて静かにロを開かれ、
「いい気持で旅をしていました」と感想
を述べてくださったのです。ご友人たち
のお別れを惜しむ場に同席させていた
だきつつ、物理的な時空を超え、深い時
の流れを共に過ごしました。確かに、イ
エス様が側にいて祈りを重ねてくださっ
たと信じております。
　今、純子さんは天国にいらっしゃるの
ですが、ご郷里での日々、繰り返しその
時のハープの響きをお心に留めながら
慰めを得られていたそうです。名演奏は
できないと自覚している者ですが、い
え、だからこそ、この一期一会の恵みに
深い感謝の念を覚えます。ご冥福をお
祈りいたします。そして、純子さん、私も
いつかお近くに参ります。それまで天国
で一緒に歌っていてくださいね。

　　　　　　　　　リラ・プレカリア第5期生募集
　　　　　　　　「ハープと歌で祈る」ボランティア養成

　JELAでは、「リラ・プレカリア（祈りのたて琴）」第５期研修講座の受講生を募集して

います。リラ・プレカリアは、病床にある方や、さまざまな問題で悩み苦しむ方に、ハー

プと歌による祈りをお届けするボランティア養成プログラムです。

　受講に際して、宗教、国籍、年齢などの制約はありませんが、講座全体がキリスト教

を基礎としていることをご理解ください。プログラムは、聖書（主に詩編）、心理学、祈

り、音楽の要素から成り立っています。

　ハープと聞いて尻込みするかもしれませんが、初めから音楽的技量を備えた方を

対象にした講座ではありません。リラ・プレカリアの実践に必要なハープや声楽の技

能については、優秀な講師陣により指導いたします。

　受講を希望される方は、２年間の研修に専心する決意と、毎日３時間以上の自習（

ハープ・歌・自分の心と向き合う）が求められます。

　リラ・プレカリアの働きに関心がある方、ハープによるボランティア奉仕をしてみた

い方は、JELA事務局までご連絡ください。

■概要■
・研修期間：2014年4月～2016年3月(2年間)

・内容：ベッドサイドでハープと歌を用いて祈る

　ボランティア養成講座

・費用：受講料18万円×5学期(計90万円)+入学金(10万円)

・募集定員：5～10名

・問合せ/申込：一般社団法人　日本福音ルーテル社団事務局（電話：03-3447-1521）

・申込締切：2013年12月14日(土)　当日消印有効
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ARIでの田植え実習

はじめに
　去る9月6日に、JELAミッション・セン
ターにて「難民をどのように受け入れていく
か（難民の社会統合）」をテーマに円卓会議
を開催しました。この会議は、お互いの難民
受け入れ実践から学びあうことを目的に、
難民支援協会 (JAR)が、韓国ならびに米国
の難民支援団体と協力して行っているプロ
ジェクトの一環で、国際交流基金日米セン
ターより助成を受けています。今回は、その
プロジェクトにおける最初の大きなイベン
トであり、各国の難民支援の現場で活躍す
る方々を、韓国から6名、米国から2名お
迎えしました。日本からは、当事者である難
民の方、国会議員（武見敬三参議院議員、
中川正春衆議院議員、山内康一衆議院議
員）や政府関係者、UNHCR、研究者、難民の
雇用主の方々、さらには在日米国大使館の
方、難民支援NGOも参加し、総勢約40名
の参加者で活発な意見交換が行われまし
た。まずは、韓国と米国の難民受け入れの取
り組みについて以下で簡単にご紹介し、円
卓会議の様子を報告させていただきます。

韓国における難民保護
　1992 年に難民条約に加入した韓国は、
1993年に出入国管理法（以下、入管法）を
改正し、難民認定制度を導入しました。日本
の制度を模して制定された韓国の難民認
定制度は、日本と同様に入管法の中に規定
されており、難民保護とは相反する「外国人
の出入国管理」という視点に基づく法律の
中に位置づけられたことによって、審査機
関の独立性の欠如や適正手続の不十分な
保障、重すぎる立証責任など、多くの課題
を抱えていました。このような状況を打開す
るため、韓国の難民支援 NGO や弁護士、
国会議員が協力し、2011年12月29日に
は、アジア地域で初となる独立した難民保
護法が議員立法によって国会で可決され
ました。この法律は、弁護士や通訳人を付
ける権利や家族統合の権利、申請中の生
活保障、第三国定住による難民の受け入れ
など、日本の法律では規定されていない条
文が多く含まれており画期的なものです。

近年では、難民の認定率も、11％と日本の
10 倍以上で、難民保護の分野で進化を遂
げています。日本と韓国の難民支援 NGO
は、約6年前から交流を続け、良好な協力
関係を構築してきました。

米国における難民の受け入れ
　米国は、長年にわたる難民受け入れの歴
史があり、毎年5万人以上の難民を第三国
定住として国内に迎え入れてきました。政府
と難民支援NGOsの連携は深く、受け入れ
る難民の選定から入国前後の研修、定住支
援にいたるまで、多様な協働の取り組みや
プログラムが実施されています。それ以外
に、個別に認定される難民は２万人以上、
認定率は 50％を超えています（ちなみに、
日本では、2012 年に難民認定された人数
は18名、難民認定率は、一次申請・異議
申し立てを合わせて 0.56% と過去最低を
記録しました）。これまでも、難民支援協会
は、国際救援委員会 (the International 
Rescue Committee [IRC]) をはじめ米国の難
民支援団体とは長年に渡り様々な形で協力
関係を築いてきましたが、今回は韓国も
入った３カ国の学び合い・連携によって、
よりよい難民受け入れの在り方を追求した
いということで、本プロジェクトに加わってい
ただくことになりました。

円卓会議の様子
　円卓会議では、日本、韓国、米国のそれぞ
れの取り組みが各国代表から紹介された後
に、難民の社会統合を考える上で大きな
テーマである雇用と教育を中心に、積極的
な意見交換が行われました。雇用について
は米国から、国内の経済状況悪化の影響
で、難民の雇用先を見つけるのに時間がか
かるようになってきている一方、難民は食肉
業界やホテル産業で定着率が非常に高い
ことや、母国での資格 (博士号、弁護士、医
師等 ) が米国で活かせない現状を踏まえ
て、海外の資格再認定の簡易化を働きかけ
ている現状が紹介されました。そして、連邦
ならびに州政府、地域コミュニティ、ボラン
ティアといった様々な関係者との協働が優

れた実践には欠かせないことが繰り返し言
及されました。教育については、大人に対す
る就労前研修から、子どもへの教育、語学教
育など多岐にわたる議論が展開され、日本
からは、日本語の習得が遅れがちな子ども
に対する「取り出し授業」の取り組みや、外
国にルーツを持つ子どもたちを対象にした夜
間の学習支援活動などが紹介されました。
　その後、話題は、よりよい難民支援制度に
向けた提言や働きかけの方法に発展しまし
た。韓国からは、難民保護法制定の例を挙
げながら、国内のみならず、国境を越えた
ネットワークと協力関係の重要性が強調さ
れました。いずれの参加者からも、民間同士
や官民といった多様なステークホルダー間
の継続的な対話や連携が、よりよい政策と
制度設計、そしてプログラム運営の鍵となる
ことが確認され、会議は終了しました。

おわりに
　円卓会議後は、韓国と米国のゲストを中
心に、新宿区の学習支援プログラム、夜間中
学校、難民コミュニティの訪問などを行い、
日本の取り組みに直接触れていただく機会
を設けました。そして、最後に日米韓の支援
団体で会合を持ち、今回の東京訪問の振り
返りを行うとともに、次に予定されている韓
国と米国への訪問や、今後のプロジェクト運
営の方向性について話し合いました。11 月
には、韓国のソウルを訪問し、韓国での取り
組みの視察や政府機関を含む韓国の関係
者との会合を持つ予定です。
　東京で開催された円卓会議は、日本、韓
国、米国の3か国が、難民受け入れについ
て連携する貴重な契機となりました。会場を
快くご提供いただいた日本福音ルーテル社
団と、開会挨拶を引き受けてくださった同事
務局長の森川博己さんに心より感謝申し上
げます。

　聖グレゴリオの家の本科生として学ん
でいた頃、リラ・プレカリアの研修を創
設する準備の一環でグレゴリオ聖歌の
講習会に参加されたキャロル・サック
先生や 1 期生となられた方々にお会い
し、初めて、ハープで祈りの歌を捧げる
研修リラ・プレカリアの存在を知りまし
た。18 年前に帰天した母の看取りの際
の魂の痛みを思い出し、ターミナル・ケ
アの場面では医療サイドの援助には限
界があると感じていた自分は、藁にもす
がる気持ちで研修への参加を待望して
おりました。旧約聖書に記されたサウル
を癒したダビデの竪琴のイメージにも
重なり、ハープのスピリチュアルな響き
に憧れ、念願かなってようやく3期生と
しての学びが許されました。

　そして、2011 年の夏、3期生としての
実習に入る前でしたが、キャロル先生の
リラ・プレカリアを紹介するプレゼン
テーションが淀川キリスト教病院で開催
されました。私も参加させていただき、臨
床に出る怖さについて聞いていただい
た当院のチャプレンから「未熟なままの
あなたが派遣されること、それも神様の
働きなのよ…」と励まされ、今でもその
お言葉を支えとし、ご奉仕させていただ
いております。

　今年、夏の陽の眩しい季節でした。都

内の病院で闘病なさっていた純子さん、
むさしの教会ゴスペルクワイヤでご活躍
なさった女性です。彼女は病気を抱えら
れたままご郷里に戻られることを決心な
さいました。お仲間たちが最後のお別れ
を、とお考えになられてリラ・プレカリア
の働きも覚えて、私を呼んでくださること
になりました。むさしの教会での「詩篇と
歌の集い」を時々お手伝いさせていた
だいたご縁でしょうか…。治療の合い間
のわずかの時間で、というご家族のご要
望にお応えし、お仲間のおひとりでもあ
る中山康子先生 (リラ・プレカリア講師 )
にも祈っていただいて総勢 5 名でお部
屋に伺いました。

　2 曲だったと思います。短かく美しい
シンプルな曲を繰り返しゆっくりとハー
プを奏でながらささやくように歌いまし
た。時計の針が示す時間はとても短か
いものでした。ご家族の終了を願うお言

葉に従って弾き終えましたが、ご本人は
しばらく美しい表情で、まぶたを閉じた
まま眠っていらっしゃるのかと思われる
ほどでした。やがて静かにロを開かれ、
「いい気持で旅をしていました」と感想
を述べてくださったのです。ご友人たち
のお別れを惜しむ場に同席させていた
だきつつ、物理的な時空を超え、深い時
の流れを共に過ごしました。確かに、イ
エス様が側にいて祈りを重ねてくださっ
たと信じております。
　今、純子さんは天国にいらっしゃるの
ですが、ご郷里での日々、繰り返しその
時のハープの響きをお心に留めながら
慰めを得られていたそうです。名演奏は
できないと自覚している者ですが、い
え、だからこそ、この一期一会の恵みに
深い感謝の念を覚えます。ご冥福をお
祈りいたします。そして、純子さん、私も
いつかお近くに参ります。それまで天国
で一緒に歌っていてくださいね。

　　　　　　　　　リラ・プレカリア第5期生募集
　　　　　　　　「ハープと歌で祈る」ボランティア養成

　JELAでは、「リラ・プレカリア（祈りのたて琴）」第５期研修講座の受講生を募集して

います。リラ・プレカリアは、病床にある方や、さまざまな問題で悩み苦しむ方に、ハー

プと歌による祈りをお届けするボランティア養成プログラムです。

　受講に際して、宗教、国籍、年齢などの制約はありませんが、講座全体がキリスト教

を基礎としていることをご理解ください。プログラムは、聖書（主に詩編）、心理学、祈

り、音楽の要素から成り立っています。

　ハープと聞いて尻込みするかもしれませんが、初めから音楽的技量を備えた方を

対象にした講座ではありません。リラ・プレカリアの実践に必要なハープや声楽の技

能については、優秀な講師陣により指導いたします。

　受講を希望される方は、２年間の研修に専心する決意と、毎日３時間以上の自習（

ハープ・歌・自分の心と向き合う）が求められます。

　リラ・プレカリアの働きに関心がある方、ハープによるボランティア奉仕をしてみた

い方は、JELA事務局までご連絡ください。

■概要■
・研修期間：2014年4月～2016年3月(2年間)

・内容：ベッドサイドでハープと歌を用いて祈る

　ボランティア養成講座

・費用：受講料18万円×5学期(計90万円)+入学金(10万円)

・募集定員：5～10名

・問合せ/申込：一般社団法人　日本福音ルーテル社団事務局（電話：03-3447-1521）

・申込締切：2013年12月14日(土)　当日消印有効

韓国・米国とともに取り組む難民の受け入れ－東京円卓会議レポート－
認定NPO法人・難民支援協会　渉外部　小川　昂子

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
庭 

こ
ず
え(

リ
ラ
・
プ
レ
カ
リ
ア
３
期
生)

イ
エ
ス
様
が
祈
り
を
重
ね
て
く
だ
さ
っ
た



支援者一覧お知らせ

8

一般社団法人

　いつもJELAをご支援くださり、ありが

とうございます。チャリティコンサート会

場でのご寄付、郵便振替票でお送りい

ただくご寄付等、皆様の温かいご支援に

感謝しています。寄付金のご送金には

以下の銀行口座もご利用いただけます

ので、よろしくお願い申し上げます。

　横浜銀行 恵比寿支店 普通 6002037
　一般社団法人日本福音ルーテル社団

　（カナ：イッパンシャダンホウジン
　ニホンフクインルーテルシャダン）

　銀行経由でご送金いただいたご寄付

は、特別のご指示がない限り、JELAの

プログラム全体のために使用させてい

ただきます。

　今後ともご支援・ご協力をくださいま

すよう、よろしくお願い申し上げます。

JELAへの寄付は銀行からもできます

編集余話
　10 月横浜で、線路上に倒れていた男性
を救うために踏切内に入った村田奈津恵さ
んが電車にひかれて死亡した。助かった男
性とは面識がない模様。すぐに聖書の言葉
が浮かんだ。「わたしたちがまだ罪人であっ
たとき、キリストがわたしたちのために死ん
でくださったことにより、神はわたしたちに対
する愛を示されました」（ローマの信徒への
手紙 5章 8節）だ。「罪人」とは、「神を無視
して自分勝手な道を歩んでいる私たち」のこ
とである。キリストは、こんな私たちを救う（=
罪を赦して神と和解させる）ために十字架に
かかってくださった。その誕生を祝うのがク
リスマスである。救われた男性が村田さんに
感謝をおぼえるとき、彼女の死は意味を成
すだろう。私たちはキリストの十字架に何を
思うか。クリスマスは一人ひとりがそれを自
分に問う季節でもある。（Ｍ）

　JELA ニュース 30 号でお知らせし

ました通り、JELA のホームページ上に

「Amazon」のリンクボタンがあります。

（これをアフィリエイト広告といいま

す。）これまでに JELA 経由で 322 件

のお買い物をいただき、それに対して

25,528 円の報酬（寄付金）が Amazon

から得られています。皆さまのご協力を

心より御礼申し上げます。

　年末年始あるいは日常的に必要な物

品のお買い物もぜひ、JELAホームペー

ジを経由してのAmazonでお願いいた

します。皆様がお買い求めになった金額

の約 3％が JELA への寄付となる仕組

みです。お買い物をされた方の金銭的な

負担はありませんのでご安心ください。

　JELAでは、皆さまのご家庭や会社に

眠っている書き損じのハガキ、未使用の

古い年賀ハガキや未使用の切手等を集

めています。お

送りいただい

たものは、日本

郵便で手数料

を払って換金

し、JELA の活

動のために有効利用させていただきま

す。少量でも古いものでも結構です。皆

さまのご協力をお願いいたします。

送り先： 一般社団法人 日本福音ルーテ

ル社団　ハガキ・切手係 

150-0013 

東京都渋谷区恵比寿 1-20-26　

TEL：03-3447-1521

「Amazon」でのお買い物は JELA 経由で

【お願い】書き損じハガキ・未使用切手等をお送り下さい

　カンボジア・ルーテル教会 (Lutheran 

Church in Cambodia =LCC) が、首都プ

ノンペンの北西 85km にあるコンポン

チュナン州クルス小学校に図書室や遊

具を設置するために JELA に対して US 

2,000ドル（約20万円）の寄付を呼び掛

けています。

　クルスは人口約7,000 人の村で、小学

校の設備は同国の標準以下と評価されて

います。LCCでは、図書室は児童のみなら

ず、大人の利用も許可したい考えで、地域

全体へ影響を与え、村人がキリスト教を受

け入れやすくなるとしています。皆様のご

協力をいただければ幸いです。

カンボジアの貧困小学校に図書室と遊具を


